
学校再開時の学校における感染症対策について（６／１から実施）
御陵小学校

本校では、以下のような感染症対策を講じながら学校再開をいたします。

【集団登校】時差登校を行うことで、児童玄関での密を解消する。
・体操服での登下校とする。
・指定された時刻に、各場所に集合し出発する。班長は腕時計を持ち出発時刻を守る。
・マスク着用、しゃべらないで歩くことを徹底する。
・班長、副班長が一人一人の間隔（１ｍ）を意識して注意する。
・学校に到着したら、コーンの前に並ぶ。（１ｍの間隔に気を付けて）
・児童玄関から入る。下足箱のところで、密状態になったら変更する。

【登校時】登校方法は、時差登校（出発時刻を指定し、学校到着時刻をずらす。）とする。
・健康チェック：健康観察表（黄色）をもとに、検温と体調のチェック、保護者のハンコ

（サイン可）の確認を行う。用紙は取り出しやすいところにいれておく。
忘れた場合には、自分の教室に行かず、コンピュータ室に入り、検温・
保護者へ確認の電話連絡を入れる。確認後に児童は自教室へ移動する。
体調の悪い児童がいた場合には、保護者へ連絡を入れて、すぐ迎えに
来ていただく。

・児童玄関のところで、手指アルコール消毒を行ってから各教室へ移動する。

【朝の活動】各教室で行う。
・自分の机やロッカーで、活動準備や荷物の片づけを行う。
・児童どうしの距離を１ｍ以上離れるように、指導する。
・机の位置、椅子の位置を決めて、マーキングしておく。
・健康観察表と朝の健康観察で、担任が各児童の健康状態を確認する。
・ハンカチ３枚と予備マスク２枚の確認を行う。

【自教室での授業】
・授業中は、原則、全員マスク着用とする。
・座席を１ｍ以上離して配置する。
・校時表を【１・３・４年生用】【２・５・６年生用】２通り作成する。
（手洗い、トイレ、給食時の混雑を解消するため。）清掃の時刻から同じとする。

・休み時間ごとのフル換気を行う。通常時は、上の窓を対角線上に２方向あけておく。
・手洗いタイムを設定して、手洗いを徹底する。
・使用する教具、教材は個人のものを基本とする。物の貸し借りはしないように指導する。
・もし、児童が共有する道具（ボール、実験器具等）を扱う場合は、使用前後に手洗いを
徹底する。共有した道具の消毒を後ほど行う。

【体育館での授業】グラウンド改修のため、６月１３日から使用できない。
・マスクをはずすことを基本とする。換気をしっかり行い、接触せず密集にならないよ
うに指導する。感染症予防と熱中症予防の両面に注意する。

・はずしたマスクは、各自で用意した袋に入れておいておく。
・体育での整列時も間隔（１ｍ以上）をしっかりとる。
・熱中症対策として、休憩タイムを設定し、児童ごとに休憩場所を指定する。
児童どうしの間隔をしっかりとれるようにする。

・密集する状況を作らない。ペア学習、グループ学習など話し合いをする場合にも距離を
取って行う。

・ボールなど使用する授業の場合には、授業前の手洗い、授業後の手洗いをしっかり行う。
使った道具の消毒は、その日のうちに行う。

【理科室での授業】理科は、普通教室での授業を基本にする。
・授業前と授業後の手洗いをしっかり行う。
・理科室では座席指定を行う。実験が必要な時のみ移動して使うこともある。
・個人実験できるもの、教材が個人持ちの場合には自教室で行う。
・演示実験やデジタル教科書、NHKforSchoolを積極的に活用する。
・顕微鏡など共有する場合には、交代時に除菌を行う。顕微鏡観察には、テレビ投影を
利用する。

【音楽室での授業】
・本校の音楽室は広いので、机の間隔をしっかりとることができる。
・南北にある窓をしっかり開けて、換気の良い状況で活動する。
・授業前と授業後の手洗いをしっかり行う。
・マスクをつけた状態で、大きな声で歌を歌ったりする。
・マスクをはずしたときは、壁（４方向）に向かって、歌ったり、笛等を演奏したりする。

【家庭科室での授業】
・基本、家庭科の学習は、自教室で行う。
・授業前と授業後の手洗いをしっかり行う。
・調理実習は、２学期に実施する方向とする。



・ミシンなど共有しなければいけないとき、交代時にアルコール除菌を行う。
使った道具の消毒は、その日のうちに行う。

【図工室での授業】
・基本、図工の学習は、自教室で行う。
・授業前と授業後の手洗いをしっかり行う。
・物を共有しないでもできる単元、教材から始める。
・糸のこなど共有しなければいけないとき、交代時にアルコール除菌を行う。
使った道具の消毒は、その日のうちに行う。

・１，２年生の授業での粘土・粘土板は個人のものを使用する。

【休み時間】
・２つの校時表【１・３・４年】【２・５・６年】を使い、休み時間の分散を図る。
・手洗い場所の指定を行う。一斉に手洗いを行うときは個人ごとに決まった場所を使う。
・家庭科室での手洗いは、一方通行で行う。順路を目印でつけておく。
・手洗いやトイレの順番を待つ場合には、廊下にある目印で距離を保って待機する。
・休み時間中に授業を行っている学年もあることからも教室外での話をしない。
・友だちとの会話については、距離を保ってする。
・休み時間中は、フル換気を基本とする。エアコン作動中でもよい。
・特別教室への移動については、児童個人ではなく、学級ごとに行う。
・トイレ時の手洗いは、近くの水道を利用する。トイレを流すときは、ふたをする。

【給食時】
・給食の開始も時間差で始める。【１・３・４年】【２・５・６年】
・配膳場所は、各自教室内とする。配膳時には手袋をする。
・低学年（１～３年）の配膳は、支援員・教員が行う。

１学級３名 担任：手洗い指導 無担：アルコール除菌 支援員：配膳
（机等の除菌や児童の手洗いが終わったら、配膳を手伝う。）

児童は、児童どうしの距離を考えて自分の分を取りにいく。
・高学年（４～６年）の配膳は、児童が行う。

担任：アルコール除菌 無担：手洗い指導 児童：配膳
・食べるとき以外は、マスク着用とする。
・給食開始後、３０分後（準備も含め）を目途に食べ終わった児童から後始末をする。
後始末が終わったら、学年の指定場所で「ぶくぶくうがい」を行う、密にならない
ように、制限をかける。

【サンサンタイム・昼休み】グラウンドは、改修工事のため６／１３から使用できない。
・体育館利用、太陽の広場利用の割り当てを学年ごとに決めて、ひとつの学年だけが
利用する。

・図書館利用は、学級ごとに担任指導の下、行うことを基本とする。
・学級文庫の入れ替えを定期的にして、活用できるようにする。
・全員マスク着用を基本として、児童間での接触がないような遊びをする。

【清掃】
・当面、からぶきを行う。
・普通教室の机やいすの移動は行わない。いすは机の上に置かない。落下して危険。
・からぶきの場所を決めて、全員マスク着用で、縦割り班での清掃を行う。

【帰りの会】各普通教室で行う。
・朝の活動と同じように行う。

【集団下校】下足箱での密状態を作らないように、時間差をつける。
・遠い地区（上合月・渡新田・学園・樋爪・領家・その他）から帰りの挨拶後、教室を
出る。５分後に次のグループ（下合月・末政・兼定島・平成・御公領・県大）が出る。

・児童玄関で、手指アルコール消毒を行う。
・コーンのところに、班長を先頭にして、児童は間隔（１ｍ以上）をとって並ぶ。
・そろった班は、報告して出発する。歩き方は、登校時と同じ。
・教室にいる児童、児童玄関にいる児童、外で班ごとに並ぶ児童をそれぞれ指導する先生
が必要。並ぶときに、密にならないように指導する。

・放課後児童クラブの児童は最後に教室を出て、体育館玄関から児童クラブへ入る。

【放課後の消毒作業】
・児童が手を触れる箇所（ドアノブ、手すり、スイッチ等）の消毒を放課後に行う。
・児童が共有して使用した道具（ボール、実験器具、パソコン、タブレット等）の消毒を
放課後に行う。

【その他】
・外部からの出入りを制限する。


